【早期予約採用】令和10年4月入学予定者対象／富山大学次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮＧ）
　（別紙様式１－２） 
富山大学次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮＧ）申請書
早期予約採用(令和10年4月入学予定者対象) 
	提出日：　　　　年　　月　　日


※提出の際、青字記載の注意事項については削除してください。



私は、募集要項を熟読し、申請資格を有していることを確認の上、富山大学次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮＧ）【早期予約採用(令和10年4月入学予定者対象)】に申請します。

１.申請者情報
	フリガナ
	
	学籍番号
	※本学に在籍している学生のみ記載

	氏名
	
	連絡先
	Email
	※大学発行のものではないアドレスを記載

	
	
	
	Tel
	

	生年月日
	（西暦）　　　　年　　　月　　　日
	性別
（任意）
	※記載の有無は審査には影響しません。

	申請にあたっての要確認事項
	私は、本プログラムからの支援を受けるためには、富山大学大学院博士(後期)課程の入学試験に出願・
[bookmark: _Hlk167377870][bookmark: _Hlk167377923]☐　合格の上、令和10年４月１日時点において、当該博士(後期)課程に在籍していることが必要であることを
理解しています。確認の上、チェックを入れる。


	学　歴　等
(学部卒業から）
	学部
	（西暦）　　　年　　　月　　卒業（予定）

	
	
	　　　大学　　　  学部  　　学科

	
	修士課程
(博士前期)
※学部６年制課程在学者は記載不要。
	（西暦）　　　年　　　月　　入学

	
	
	　　　大学　　　研究科/学環　　プログラム

	
	
	（西暦）　　　年　　　月　　修了予定

	
	
	　　　大学　　　研究科/学環　　プログラム

	
	博士課程
(博士後期)
	（西暦）　　　年　　　月　　入学予定

	
	
	研究科/学環・プログラム名を選択してください。
	指導（予定）
教員職名・氏名
	
	現在の学年
	

	研 究 題 目
	

	語 学 能 力（※）
	※これまでに受験経験のある方は記載（成績証明書を別途添付すること。）



備考　１．この申請書について※
　　　  支援を希望する申請者本人以外の者が代筆した申請書は受け付けません。申請書は日本語で作成すること。
２．語学能力（※）について
TOEIC、TOEFL、IELTS等の成績を記載すること（成績証明書を添付すること）。


[bookmark: _Hlk63334973]
２.研究計画（２ページ以内で作成すること。）
冒頭に研究計画の概要を簡潔にまとめて記述し、本文には次の項目ごとに、項目名(括弧書き部分を除く)を表示した後に説明を記述すること。本文に記述すべき項目は次の通りである：(1)背景(研究の位置づけについて、当該分野の状況や課題の背景、並びに本研究計画の着想に至った経緯)、(2)研究目的、(3)独自性、(4)研究計画を記入すること。（3）については、申請者独自のオリジナリティについて記述すること（所属予定の研究室あるいは専門分野の独自性は評価しない。あくまで申請者自身が計画している研究について、期待される結果やインパクトを記述し、申請者自身が計画している研究と先行研究との比較を行うこと。（4）については次の項目に分けて記入すること：①どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか具体的に記入。➁共同研究の場合には申請者が担当する部分を明らかにすること。➂研究計画の期間中に富山大学と異なる研究機関（外国の研究機関等を含む。）において研究を予定している場合は具体的に記入。適宜概念図を用いる等して、わかりやすく記入してください。

	〇概要（簡潔に）
【明朝体11ポイント(和文)を用い、日本語で作成すること。（文章は英語で作成しないこと。）】








	〇本文
【明朝体11ポイント(和文)を用い、日本語で作成すること。（文章は英語で作成しないこと。）】




















	「研究計画　本文」の続き
































３.将来の我が国の科学技術・イノベーション創出を担う研究開発者となる意気込み
（１ページ以内で作成すること。）
　本プログラムの目的に鑑み、将来の我が国の科学技術・イノベーション創出を担う研究開発者となる意気込みを記入してください。また、博士（後期）課程修了後のキャリアパス（アカデミア、民間企業、起業等）について、現時点で思い描いている具体的な目標がある場合は記入してください。

	【明朝体11ポイント(和文)を用い、日本語で作成すること。（文章は英語で作成しないこと。）】






















４.支援期間中におけるインターンシップまたは海外留学の抱負（記載枠の改変は認めない）
　本プログラム支援学生として採択された場合、キャリアパス形成を目的としたインターンシップまたは海外留学の実施を義務付けています。インターンシップは、支援期間の早期のうちから産業界を俯瞰し、産業やアカデミアの現場において多様なキャリアパスがあることを理解する目的があります。また、グローカル、グローバルに活躍する人材に成長するためには、海外留学を通じて英語力の向上、国際感覚の修得、海外での人脈形成、異文化体験等を行うことが重要です。
以上の点を踏まえ、将来、産業界でのキャリアを志望している者は、支援期間中におけるインターンシップ実施への抱負・計画を、アカデミアのキャリアを志望している者は、支援期間中における海外留学実施への抱負・計画を記入してください。これに加えて、産業界を目指す者が海外留学について、アカデミアを目指す者がインターンシップについて記載することも可能です。

	【明朝体11ポイント(和文)を用い、日本語で作成すること。（文章は英語で作成しないこと。）】













５.研究開発者を志望する動機、目指す研究開発者像、アピールポイント等（記載枠の改変は認めない）
　本プログラムの目的に鑑み、研究開発者を志望する動機、目指す研究開発者像等、アピールポイント等を記入してください。

	【明朝体11ポイント(和文)を用い、日本語で作成すること。（文章は英語で作成しないこと。）】
















６.これまでの研究活動実績等（２ページ以内で作成すること。）

○これまでの研究実績の概要を200字程度で記載してください。
	【明朝体11ポイント(和文)またはTimes 11ポイント（英文)で作成】







○これまでの研究活動実績等
(1)学術雑誌等に発表した原著論文（IF値がある場合は、最新年のIF値を付記してください。
ＤＯＩナンバーまたはアクセプトを証明できるコピーを添付してください。）
全著者、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁-最終頁、発行年を記載してください。
(2)研究発表（国際学会、国内学会、地方大会の別を明らかにしてください。）
全著者、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載してください。（発表予定のものは除く。）
(3)特許（日本の特許及び国際特許に限る。）（これまで取得した特許番号または出願番号記載してください。）
(4)この他、学内・外での研究発表・学術交流会等のイベント参加、ティーチングアシスタント(TA)等の研究補助活動など、アピールできる実績があれば記述してください。

	【明朝体11ポイント(和文)またはTimes 11ポイント（英文)で作成】











	「これまでの研究活動実績等」の続き
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